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年

(
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八
五
九
年
)
十

一
月
二
十
七
日
、
鹿
児
島
藩
医
揚

地
定
之
と
貞
子
夫
妻
の
四
主
と

し
て
現
在
の
鹿
児
島
市
新
屋
敷

町
に
生
ま
れ
る
。

明
治
十
一
年
、
長
州
出
身
の
乃

木
希
典

(の
ち
の
陸
軍
大
将
)
と

結
婚
。
軍
人
の
姿
と
し
て
、
四
人

の
子
宝
に
恵
ま
れ
る
。

大
正
元
年
九
月
十
三
日

(大
喪

の
俄
当
日
)、
明
治
天
皇
を
追

っ

て
希
典
と
共
に
殉
死
し
た
。
享
年

五
十
四
歳
。
そ
の
生
涯
を
明
治
と

い
う
時
代
仁
捧
げ
た
女
性
の
鏡

で
あ
り
「
良
妻
賢
母
」
と
し
て
讃

‘
え
ら
れ
た
。

大
正
八
年
、
静
子
夫
人
の
生
涯

に
感
銘
を
受
け
た
薩
摩
出
身
の

笑
業
家
村
野
山
人
翁
は
、
生
誕
の

地
で
あ
る
現
地
に
座
像
を
建
立
。

し
か
し
大
東
亜
戦
争
末
期
、
金
属

類
回
収
令
に
よ
り
供
出
さ
れ
、
現

在
は
そ
の
台
座
の
み
が
残

っ
て

お
り
ま
す
。

(脅
か
り
し
頃
の
-w子
と
さ
れ
る
写
真
V

(自
決
当

E
の
乃
木
夫
妻
)

そ
の
夫
人
の
生
涯
に
感
銘

を
受
け
た
村
野
山
人
と
村
野

須
美
子
は
私
財
を
な
げ
う
っ

て
、
静
子
生
誕
地
で
あ
る
甲

突
川
左
岸
緑
地
に
六
角
の
茅

屋
根
に
蔽
わ
れ
た

1

2

0

m
程
の
夫
人
の
座
像
を
建
立
。

大
正
八
年
十
一
月
二
十
七
日
、

波
大
に
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ

る
も
、
先
の
大
東
亜
戦
争
時
、

陸
軍
よ
り
軍
事
資
材
確
保

(鉛

弾
)
と
し
て
徴
収
さ
れ
た
と

伝
わ
れ
、
現
在
は
そ
の
台
座

の
み
が
残

っ
て
お
り
ま
す
。
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平
成
二
十
四
年
、

若
手
神
職
に

よ
る
夫
人
没
後
百
年
顕
彰
祭
が
斎

行
さ
れ
た
の
を
機
に
、

銅
像
復
元

の
戸
が
高
ま
り
、
平
成
二
十
六
年

九
月
、
奉
賛
会
を
発
足
し
ま
し
た
。

文
化
財
史
跡
と
し
て
後
世
に

伝
え
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べ
く
、
皆
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ま
方
の
ご
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協
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賜
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よ
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上
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[お河合わせ]乃木静子夫人奉賛会事務局
〒892同38 鹿児島県鹿児島市新屋敷町五番十五号 (船魂神社内)

世話 099-226-7457
FAX 099-222-0195 
[メールアドレス1shizuko_housankai@yahoo.co.jp 
併せまして、 静子夫人の情報等ありましたら事務局までご 報ください。

乃木静子夫人
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にはっきりと!2入してくたさい.
また、本棄を汚したり、祈り 幽げ
たりしないでください.

この用紙は、ゅうちょ銀行又は
郵便局の払込機能付きATMでもご
利用いただけます.

この払込・を、ゅうちょ銀行又
は郵便局の渉外員にお預けになる
ときは、引換えに預り置を必ずお
受け取りくたさい.

ご依頼人僚からご提出いたたき
ました払込書にE厳されたおとこ
ろ、おなまえ事与は、加入者械に通
知されます.

この受領監は、払込みの証拠と
なるものですから大切に保管して
ください.
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